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研 修 生 募 集 要 項  （２次募集）
１  趣　　旨
「いしかわ耕稼塾」では、農業の担い手不足解消を目指し、県内での就農を希望する方を対象に、就農に必要な技術や知識を習得する予科・本科・専科の研修生を募集します。
２  募集区分・目的
	区　分
	目　　　　　　　的

	予　科
	週一回、就農に必要な基礎的な技術や知識を習得します

	本　科
	月曜から金曜まで、自立経営に必要な基礎的な技術や知識を本格的に習得します

	専　科
	研修用ほ場（ハウス、露地）で模擬経営を行い、自立経営に必要な技術を習得します


３　募集対象・人員

	区　分
	対　　　象　　　者
	募集人員

	予　科
	就農に必要な基礎的な技術や知識を学びたい者
県内で就農を希望する方で入塾時（令和８年４月１日時点）に６４歳未満まで
	３４名程度

	本　科
	就農に必要な基礎的な技術や知識を学びたい者
県内で就農を希望する方で入塾時（令和８年４月１日時点）に５９歳未満の方
	１４名程度

	専　科
	自立経営による就農を目指す者（就農に必要な基礎的な知識・技術を習得している者）
県内で就農を希望する方で入塾時（令和８年４月１日時点）に５９歳未満の方
	８名程度


４　研修の概要

  　　【 予　科 】
	研修期間
	令和　８ 年 ４ 月 ～ 令和　９ 年 ３ 月

	研修日
	毎週水曜日か土曜日のいずれか　（それぞれ 9:00～15:00頃）　約40回

	研修部門
	野　菜

	研修内容
	実　習：(1)共同作業による研修用ほ場（ハウス、露地）における栽培実習
(2)個別作業による研修用ほ場（露地）での栽培実習
講　義：実習作物についての栽培方法及び就農に必要な基礎知識の講義
その他：流通・販売に関する講義や就農希望者を対象としたフォローアップ研修

	研修場所
	石川県農林総合研究センター河北潟試験地内「いしかわ耕稼塾研修ほ場」及び
「河北潟農業研修館」（河北郡津幡町字湖東）

	費用負担
	無料　但し、テキスト等は自己負担（5,000円程度）
作業に必要なハサミや長靴、カッパ等は各自で用意
研修中の傷害保険は、耕稼塾事務局が一括で加入


  　　【 本　科 】
	研修期間
	令和　８ 年 ４ 月 ～ 令和　９ 年 ３ 月

	研修日
	月～金曜日　（8:30～17:15）　約240日間 
※収穫時期などは早朝開始となる場合もあります。

※土、日、祝日は必要に応じて当番制となります。

	研修部門
	野 菜 ・ 花 き ・ 果 樹 ・ 水 稲 ・ 畜 産

	研修内容
	実　習：(1)石川県農林総合研究センター河北潟試験地内「いしかわ耕稼塾研修ほ場」での共同作業による栽培技術等の実習（野菜）
(2)石川県農林総合研究センター・畜産試験場等での栽培（飼養）技術等の実習（花き・果樹・水稲・畜産）
(3)農家派遣研修
(4)農業機械研修
講　義：作物栽培、土壌肥料、営農計画作成、農業簿記等の農業経営に必要な
基礎知識の講義
その他：先進農家視察、流通・販売に関する講義

	研修場所
	実　習：石川県農林総合研究センター（金沢市才田町）　　　　水稲・果樹
　　　〃  いしかわ耕稼塾研修ほ場（河北郡津幡町字湖東）野菜・花き
〃  砂丘地農業研究センター（かほく市内日角）　　果樹（ぶどう）
　　　　　〃　畜産試験場（羽咋郡宝達志水町坪山）　　　　　畜産
講　義：石川県農林総合研究センター（金沢市才田町）

	費用負担
	無料　但し、テキスト、トラクター研修費用等は自己負担（30,000円程度）
作業に必要なハサミや長靴、カッパ等は各自で用意
研修中の傷害保険は、耕稼塾事務局が一括で加入


· 　本科研修生は【就農準備資金（令和７年度事業名）】の要件を満たす場合、給付対象となることができます。なお、令和８年度事業は変更になることもありますので、御留意願います。
【 専　科 】
	研修期間
	令和　８ 年 ４ 月 ～ 令和　９ 年 ３ 月
（希望者は、最大　令和１０年 ３月まで）

	研修日
	毎　日　（ただし、自己の経営判断による）

	研修部門
	野　菜

	研修内容
	実　習：(1)ハウス１棟（6ｍ×40ｍ）及び露地（20ａ）における栽培実習
(2)直売所等での販売実習
講　義：経営計画の作成
その他：流通・販売に関する講義（希望者のみ）

	研修場所
	石川県農林総合研究センター河北潟試験地内「いしかわ耕稼塾研修ほ場」及び

「河北潟農業研修館」（河北郡津幡町字湖東）

	費用負担
	10,000円／月の負担金（農業機械のリース料等相当分）
小農具（鍬など）、種苗、肥料、資材等は自己負担
研修中の傷害保険は、耕稼塾事務局が一括で加入


· 　専科研修生は【就農準備資金（令和７年度事業名）】の要件を満たす場合、給付対象となることができます。なお、令和８年度事業は変更になることもありますので、御留意願います。
　　　※　専科研修生は、本科の講義が受講できます。
５　申込手続
　(1) 申込書類：①入塾申込書（写真を添付したもの）（予科、本科、専科希望者）
②作文（題：｢私が目指す農業経営｣ ８００字以内）（予科、本科希望者のみ）
③就農計画、作付計画、売上計画（専科希望者のみ）

  (2) 申込期限：令和７年１２月１９日（金）１７時１５分まで（必着）
　(3) 申込方法：下記まで郵送またはお持ち下さい。
　(4) 申込先：(公財)いしかわ農業総合支援機構　（ いしかわ耕稼塾 担当：岡本、髙原、諸角 ）
　　　　　　　　〒920-8203 金沢市鞍月２丁目２０番地　石川県地場産業振興センター新館４Ｆ
　※申込書に記載された個人情報は、いしかわ耕稼塾研修生の選考以外に使用しません。なお、ご提供いただいた入塾申込書は返却いたしませんので御了承下さい。
６　研修生の決定
　　第一次審査：入塾申込書及び作文による書類審査を行い、その結果を令和８年１月上旬に郵送で通知します。
第二次審査：令和８年１月中～下旬に面接を実施し研修生を決定します。その結果は、郵送で通知します。
※面接は対面で実施しますが、県外在住者はオンライン面接も可能です。
７　お問い合わせ先

　不明な点などは、(公財)いしかわ農業総合支援機構へお問い合わせ下さい。
〒920-8203 金沢市鞍月２丁目２０番地　石川県地場産業振興センター新館４Ｆ
 (公財)いしかわ農業総合支援機構　（ いしかわ耕稼塾 担当：岡本、髙原、諸角 ）
TEL：076-225-7621　FAX：076-225-7622　HP：http://www.inz.or.jp/　E-mail：info@inz.or.jp
